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(57)【要約】
【課題】容易に血圧を測定することができる測定装置お
よび測定方法を提供する。
【解決手段】ユーザの調整に応じて前記ユーザの身体の
一部を押圧する押圧部と、押圧部による押圧力を測定す
る圧力測定部と、押圧力が所定の状態である場合におけ
る前記ユーザの血流速度を測定する血流測定部とを備え
る測定装置である。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの調整に応じて前記ユーザの身体の一部を押圧する押圧部と、
　前記押圧部による押圧力を測定する圧力測定部と、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する血流測定
部と
を備える
測定装置。
【請求項２】
　前記圧力測定部の測定結果に基づいて前記ユーザの調整の度合いの変更を指示する指示
情報を生成する指示情報生成部と、
　前記指示情報を出力する出力部と
を備える
請求項１に測定装置。
【請求項３】
　前記ユーザの身体の一部を押圧する前記押圧力の目標となる目標圧力を設定する目標圧
力設定部を備える
請求項１に記載の測定装置。
【請求項４】
　前記所定の状態は、前記押圧力が前記目標圧力と一致している状態である
請求項３に記載の測定装置。
【請求項５】
　前記指示情報は、前記押圧力と前記目標圧力との差分に基づいて生成される
請求項２に記載の測定装置。
【請求項６】
　前記押圧力が前記目標圧力より小さい場合、前記指示情報は前記ユーザに加圧を指示す
る情報である
請求項５に記載の測定装置。
【請求項７】
　前記押圧力と前記目標圧力との差分と閾値との比較に基づいて前記指示情報の加圧の度
合いを設定する
請求項６に記載の測定装置。
【請求項８】
　前記押圧力が前記目標圧力より大きい場合、前記指示情報は前記ユーザに減圧を指示す
る情報である
請求項５に記載の測定装置。
【請求項９】
　前記押圧力と前記目標圧力との差分と閾値との比較に基づいて前記指示情報の減圧の度
合いを設定する
請求項８に記載の測定装置。
【請求項１０】
　前記押圧力が前記目標圧力と等しい場合、前記指示情報は前記ユーザに押圧力の維持を
指示する情報である
請求項５に記載の測定装置。
【請求項１１】
　前記指示情報は、前記出力部において、光の点滅、動画像、色の変化、音、文字の少な
くともいずれかで出力される
請求項２に記載の測定装置。
【請求項１２】
　ユーザの調整に応じて前記ユーザの身体の一部を押圧部により押圧し、
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　前記押圧部による押圧力を測定し、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する
測定方法。
【請求項１３】
　ユーザの身体の一部を押圧する押圧部と、
　前記押圧部による押圧力を測定する圧力測定部と、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する血流測定
部と、
　前記押圧力の目標となる目標圧力を設定する目標圧力設定部と、
　前記押圧力を前記目標圧力に一致させるよう前記押圧部を制御する押圧制御部と
を備える
測定装置。
【請求項１４】
　前記所定の状態は、前記押圧力が前記目標圧力と一致している状態である
請求項１３に記載の測定装置。
【請求項１５】
　前記押圧部による押圧は、バンド部の太さ調整、前記ユーザの身体の方向への押し込み
、の少なくともいずれかを含む
請求項１３に記載の測定装置。
【請求項１６】
　ユーザの身体の一部を押圧して、押圧力を測定し、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定し、
　前記押圧力の目標となる目標圧力を設定し、
　前記押圧力を前記目標圧力に一致させるよう前記押圧部を制御する
測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、測定装置および測定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、容易に血圧を測定することができ、利便性を備えた血圧の測定用の測定装置
が提案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１２０７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そのような測定装置においては、利便性に加え、高い精度で血圧を測定することが要求
される。精度の高い血圧測定を行うためには従来からいわゆるオシロメトリック法と称さ
れる方法が有効である。
【０００５】
　オシロメトリック法では、通常カフや大型の空気ポンプが必要であるため、装置が大型
化してしまい、携帯して気軽に血圧を測定するという用途には向いていない。また、カフ
や空気ポンプを使用すると測定に手間と時間が掛かるため、日常生活において気軽に血圧
を測定することは難しい。
【０００６】
　本技術はこのような点に鑑みなされたものであり、簡易な構成で容易に血圧を測定する



(4) JP 2020-10819 A 2020.1.23

10

20

30

40

50

ことができる測定装置および測定方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、第１の技術は、ユーザの調整に応じてユーザの身体の
一部を押圧する押圧部と、押圧部による押圧力を測定する圧力測定部と、押圧力が所定の
状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する血流測定部とを備える測定装置
である。
【０００８】
　また、第２の技術は、ユーザの調整に応じてユーザの身体の一部を押圧部により押圧し
、押圧部による押圧力を測定し、押圧力が所定の状態である場合におけるユーザの血流速
度を測定する測定方法である。
【０００９】
　また、第３の技術は、ユーザの身体の一部を押圧する押圧部と、押圧部による押圧力を
測定する圧力測定部と、押圧力が所定の状態である場合におけるユーザの血流速度を測定
する血流測定部と、押圧力の目標となる目標圧力を設定する目標圧力設定部と、押圧力を
前記目標圧力に一致させるよう前記押圧部を制御する押圧制御部とを備える測定装置であ
る。
【００１０】
　また、第４の技術は、ユーザの身体の一部を押圧して、押圧力を測定し、押圧力が所定
の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定し、押圧力の目標となる目標圧力
を設定し、押圧力を前記目標圧力に一致させるよう前記押圧部を制御する測定方法である
。
【発明の効果】
【００１１】
　本技術によれば、簡易な構成で容易に血圧を測定することができる。なお、ここに記載
された効果は必ずしも限定されるものではなく、明細書中に記載されたいずれかの効果で
あってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施の形態に係る測定装置の構成を示すブロック図である。
【図２】測定装置の外観図である。
【図３】第１の実施の形態に係る押圧部の構成を示す図である。
【図４】血圧測定方法の説明図である。
【図５】最高血圧を測定するまでの指示情報出力処理を示すフローチャートである。
【図６】最低血圧を測定するまでの指示情報出力処理を示すフローチャートである。
【図７】測定装置のユーザインターフェースの説明図である。
【図８】指示情報の出力の説明図である。
【図９】指示情報の出力の説明図である。
【図１０】指示情報の出力の説明図である。
【図１１】情報処理装置の構成を示すブロック図である。
【図１２】情報処理装置と端末装置の構成を示すブロック図である。
【図１３】第２の実施の形態に係る測定装置の構成を示すブロック図である。
【図１４】押圧部の構成を示す図である。
【図１５】最高血圧を測定するまでの押圧制御処理を示すフローチャートである。
【図１６】最低血圧を測定するまでの押圧制御処理を示すフローチャートである。
【図１７】測定装置の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本技術の実施の形態について図面を参照しながら説明する。なお、説明は以下の
順序で行う。
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＜１．第１の実施の形態＞
［１－１．測定装置の構成］
［１－２．押圧部の構成］
［１－３．血圧測定方法］
［１－４．指示情報出力処理］
［１－５．ユーザインターフェース］
＜２．第２の実施の形態＞
［２－１．測定装置の構成］
［２－２．押圧部の構成］
［２－３．押圧制御処理］
＜３．変形例＞
【００１４】
＜１．第１の実施の形態＞
［１－１．測定装置の構成］
　まず、図１を参照して測定装置１００の構成について説明する。測定装置１００は、押
圧部１０１、圧力測定部１０２、血流測定部１０３、出力部１０４、測定制御部１０５、
目標圧力設定部１０６、指示情報生成部１０７、出力制御部１０８を備えて構成されてい
る。
【００１５】
　押圧部１０１は、ユーザによる調整に基づいた押圧力でユーザの身体の一部（例えば測
定装置１００が手首に装着するものである場合には手首）を押圧する押圧機構である。
【００１６】
　圧力測定部１０２は、押圧部１０１によるユーザの身体の一部への押圧力を測定する公
知の圧力センサである。
【００１７】
　血流測定部１０３は、押圧力と目標圧力が一致している状態において血流速度を測定す
る血流センサである。血流速度の時間変化が脈波として計測される。脈波を測定する方式
としては、ＰＰＧ（Photoplethysmography）方式、圧力センサ方式などがある。ＰＰＧ方
式とは、光を血管に向けて照射して反射する光を光検出器で検出し、血液を送り出すこと
に伴い発生する血管の容積変化に伴って光の吸収量が変化することを脈波として取得する
ものである。圧力センサ方式とは、センサブロックとコントロール基板から構成される圧
電圧力波センサーモジュールを用い、微小な圧力変化や振動を高感度で検出することによ
り脈波を検出するものである。血流速度を測定する方式としては、レーザドップラー方式
、光ファイバー方式、超音波方式などがある。レーザドップラー方式とは、生体組織から
の散乱光強度揺らぎ情報を基に血流速度の計測を行うものである。光ファイバー方式とは
、レーザー光の生体組織への照射と受光を光ファイバーによって行い、生体組織からの散
乱光強度揺らぎ情報を基に血流速度の計測を行うものである。超音波方式とは、超音波ド
プラ法を用いて血流速度の測定を行うものである。
【００１８】
　出力部１０４は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＰＤＰ(Plasma Displa
y Panel)、有機ＥＬ(Electro Luminescence)パネルなどにより構成された表示モニタであ
る。出力部１０４には、測定装置１００のユーザインターフェース、押圧力調整の指示な
どが表示される。なお、出力部１０４は音声を出力するスピーカであってもよい。
【００１９】
　測定制御部１０５は測定装置１００全体および各部の制御を行うものである。測定制御
部１０５は圧力測定部１０２で測定した押圧力が目標圧力と一致している状態において血
流測定部１０３がユーザの血流速度を測定するように測定制御も行う。また、圧力測定部
１０２により測定された押圧力と、血流測定部１０３により測定された血流速度とに基づ
いてユーザの血圧を取得する処理も行う。血流速度の時間変化である脈波が消失した時点
における押圧力を最高血圧として取得する。また、脈波の消失状態から押圧力を下げてい
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き脈波の定常振幅が復活した際のユーザの身体を圧迫する押圧力を最低血圧として取得す
る。
【００２０】
　目標圧力設定部１０６は、押圧部１０１による押圧力の目標となる目標圧力を設定する
。この目標圧力と押圧部１０１による押圧力が一致するように測定装置１００は指示情報
をユーザに提示して押圧力の調整指示を行う。なお、目標圧力と押圧部１０１の押圧力の
一致とは、完全に同一である状態のほか、所定の範囲内で近似する状態でもよい。目標圧
力設定部１０６は、血流測定部１０３により測定された血流速度の時間変化である脈波の
振幅をチェックし、オシロメトリック法に基づいて最高血圧測定までは徐々に押圧力を高
めるように目標圧力を更新していき、最高血圧測定後は徐々に押圧力を下げていくように
目標圧力を更新していく。
【００２１】
　指示情報生成部１０７は、目標圧力設定部１０６が設定した目標圧力と圧力測定部１０
２が測定した今現在の押圧部１０１による押圧力を比較してユーザに提示する指示情報（
押圧調整指示）を生成するものである。
【００２２】
　出力制御部１０８は、指示情報生成部１０７から供給された指示情報を出力部１０４に
おいて出力する制御を行うものである。
【００２３】
　測定装置１００は以上のようにして構成されている。測定装置１００はオシロメトリッ
ク法の手順に従い、徐々に押圧部１０１による押圧が強めていき、脈波が消失して最高血
圧を測定できたら徐々に押圧部１０１による押圧を弱めていき最低血圧を測定するもので
ある。
【００２４】
　測定制御部１０５、目標圧力設定部１０６、指示情報生成部１０７、出力制御部１０８
はプログラムで構成され、そのプログラムは、予め測定装置１００にインストールされて
いてもよいし、ダウンロード、記憶媒体などで配布されて、ユーザが自ら測定装置１００
にインストールするようにしてもよい。また、測定制御部１０５、目標圧力設定部１０６
、指示情報生成部１０７、出力制御部１０８は、プログラムによって実現されるのみでな
く、その機能を有するハードウェアによる専用の装置、回路などを組み合わせて実現され
てもよい。
【００２５】
［１－２．押圧部の構成］
　次に押圧部１０１の構成について説明する。なお、押圧部１０１の構成例には第１乃至
第３の例があるが、どの例においても測定装置１００は図２に示すように筐体１２０とバ
ンド部１３０とから構成され、ユーザの腕１０００に巻くウェアラブル機器であるものと
する。また、第１乃至第３のどの例においても図３に示すように、圧力測定部１０２と血
流測定部１０３は測定装置１００の内側であるユーザの腕１０００に接触する側に近接し
て配置されているものとする。これは押圧力が加えられてユーザの血流が変化した位置に
おける血流速度を測定するためである。
【００２６】
　押圧部１０１の構成を示す図３は図２中のIII－III断面図である。第１の例は図３Ａに
示すように、筐体１２０そのものが押圧部１０１として機能し、筐体１２０をユーザの腕
１０００の方向に向けて圧力測定部１０２と血流測定部１０３とが設けられている面の反
対側から押圧する。これにより、筐体１２０と圧力測定部１０２とがユーザの腕１０００
を押圧して脈波を消失させる事ができるとともに、血流測定部１０３が押圧箇所における
血流速度を測定することができる。
【００２７】
　第２の例では、押圧部１０１は図３Ｂに示すように、測定装置１００のバンド部１３０
の長さを調整する調整機構１０１Ｂとして構成されている。この調整機構１０１Ｂでバン
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ド部１３０の締め具合を調整することにより筐体１２０と圧力測定部１０２とがユーザの
腕１０００を押圧して脈波を消失させる事ができるとともに、血流測定部１０３が押圧箇
所における血流速度を測定することができる。調整機構１０１Ｂとしては、スライド式、
ピン式、ネジ式などユーザの操作で締め具合を調整できるものであればどのような方式の
ものでもよい。
【００２８】
　第３の例では、押圧部１０１は図３Ｃに示すように、バンド部１３０の太さ（厚み）を
調整することによりバンド部１３０の腕１０００の締め具合を調整する調整機構１０１Ｃ
として構成されている。この調整機構１０１Ｃでバンド部１３０の締め具合を調整するこ
とにより筐体１２０と圧力測定部１０２とがユーザの腕１０００を押圧して脈波を消失さ
せる事ができるとともに、血流測定部１０３が押圧箇所における血流速度を測定すること
ができる。バンド部１３０の太さ（厚み）を調整する方法としては例えば、バンド部１３
０の内部を気密性の高い空洞として、ユーザがポンプで空気をバンド部１３０の内部に供
給することにより膨張させる方法などがある。
【００２９】
［１－３．血圧測定方法］
　次に図４を参照して本技術における血圧測定の概要について説明する。本技術ではオシ
ロメトリック法に基づいて血圧測定を行う。具体的には、ユーザの手首などの身体の一部
を押圧することにより圧迫してその圧迫部分の血流速度を測定して、血流の時間変化であ
る脈波の変化に基づいて血圧測定を行う。
【００３０】
　図４に示すように脈波が消失した時点におけるユーザの身体を圧迫する押圧力が最高血
圧であり、脈波の消失状態から定常振幅状態に戻った時点におけるユーザの身体を圧迫す
る押圧力が最低血圧となる。
【００３１】
　そこで本技術では、血流測定部１０３により血流速度を測定しながら脈波の振幅を確認
し、脈波が消失するまで徐々に押圧力を高めていく。その際、加圧に向けて目標圧力を設
定し、ユーザにはその目標圧力で押圧部１０１による押圧を行うよう指示情報により指示
を行う。そしてユーザが指示情報に基づいて目標圧力に合うように押圧力を高めていき、
脈波が消失した時点における押圧力を最高血圧とする。
【００３２】
　最高血圧測定後は、減圧に向けて目標圧力を設定し、ユーザがその目標圧力で押圧部１
０１による押圧を行うよう指示情報により指示を行う。そしてユーザが指示情報に基づい
て目標圧力で押圧を行い徐々に押圧力を弱めていき、脈波の定常振幅が回復した時点にお
ける押圧力を最低血圧とする。定常振幅とは、押圧による負荷をかけていない通常の状態
の脈波の振幅である。
【００３３】
　図４に示すグラフはあくまで説明の便宜上提示した例示であるが、図４のグラフの場合
、区間Ａにおいては目標圧力よりも押圧力が遥かに大きくなっているため、大幅に押圧力
を下げる（減圧）よう指示情報を出力する。区間Ｂでは目標圧力が上がり続けているため
それに一致するように小幅で押圧力を上げる（加圧）ように指示情報を出力する。区間Ｃ
では目標圧力が一定であるためその目標圧力に一致した押圧力を維持するため、今現在の
押圧力を維持するよう指示情報を出力する。
【００３４】
　区間Ｄでは、目標圧力が下がり続けているためそれに一致するように小幅で押圧力を下
げる（減圧）ように指示情報を出力する。区間Ｅでは目標圧力に対して押圧力が遥かに小
さいため、大幅に押圧力を上げる（加圧）よう指示情報を出力する。
【００３５】
　このように指示情報によりユーザに押圧力を適切に調整させることにより容易に血流速
度の測定および血圧の測定を可能とする。
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【００３６】
［１－４．指示情報出力処理］
　次に図５のフローチャートを参照して、最高血圧を測定するまでの押圧力調整のための
指示情報出力処理について説明する。
【００３７】
　まずステップＳ１１で、圧力測定部１０２で押圧部１０１による押圧力が測定される。
次にステップＳ１２で測定制御部１０５により、押圧力と目標圧力の一致状態において血
流測定部１０３により血流速度の測定に成功しているか否かが確認される。
【００３８】
　押圧力と目標圧力の一致状態において目標圧力における血流の測定に成功していない場
合、処理はステップＳ１３に進む（ステップＳ１２のＮｏ）。次にステップＳ１３で指示
情報生成部１０７により目標圧力とステップＳ１１において圧力測定部１０２により測定
された今現在の押圧力の比較が行われる。
【００３９】
　比較の結果、押圧力が目標圧力よりも小さい場合、処理はステップＳ１４に進み、指示
情報生成部１０７により押圧力と目標圧力の差分が算出される。次にステップＳ１５で、
指示情報生成部１０７により指示情報として、差分に応じた指示情報が生成される。
【００４０】
　このステップＳ１５における指示情報の生成は、ステップＳ１４で算出された押圧力と
目標圧力の差分と所定の閾値の比較を行い、差分が所定の閾値よりも大きい場合、指示情
報を「大幅に加圧する指示」とする。一方、押圧力と目標圧力の差分が所定の閾値よりも
小さい場合、指示情報は「小幅に加圧する指示」とする。このように加圧指示の度合いを
設定して加圧指示に段階を設けることにより、より細かい押圧力の調整が可能となる。
【００４１】
　そしてステップＳ１６で出力制御部１０８により出力部１０４において指示情報が出力
されてユーザに提示される。ユーザは加圧指示である指示情報を参考にしながら押圧力を
調整する。
【００４２】
　説明はステップＳ１３に戻る。ステップＳ１３の比較の結果、押圧力が目標圧力よりも
大きい場合、処理はステップＳ１７に進み、指示情報生成部１０７により押圧力と目標圧
力の差分が算出される。次にステップＳ１８で、指示情報生成部１０７により指示情報と
して差分に応じた指示情報が生成される。
【００４３】
　このステップＳ１８における指示情報の生成は、ステップＳ１７で算出された押圧力と
目標圧力の差分と所定の閾値の比較を行い、所定の閾値よりも大きい場合、指示情報を「
大幅に減圧する指示」とする。一方、押圧力と目標圧力の差分が所定の閾値よりも小さい
場合、指示情報を「小幅に減圧する指示」とする。このように減圧指示に度合いを設定し
て減圧指示に段階を設けることにより、より細かい押圧力の調整が可能となる。
【００４４】
　そしてステップＳ１６で出力制御部１０８により出力部１０４において指示情報が出力
されてユーザに提示される。ユーザは減圧指示である指示情報を参考にしながら圧力を調
整する。
【００４５】
　説明はステップＳ１３に戻る。ステップＳ１３の比較の結果、押圧力と目標圧力が一致
している場合、処理はステップＳ１９に進み、血流測定部１０３によりユーザの血流速度
が測定される。次にステップＳ２０で指示情報生成部１０７により押圧力を維持する指示
が生成されて、ステップＳ１６で出力制御部１０８の制御により出力部１０４において押
圧力維持する旨の指示情報がユーザに提示される。
【００４６】
　説明はステップＳ１２に戻る。ステップＳ１２で押圧力と目標圧力の一致状態において
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血流速度の測定に成功している場合、処理はステップＳ２１に進む（ステップＳ１２のＹ
ｅｓ）。そしてステップ２１で、脈波が消失したか否かが判定される。脈波が消失してい
ない場合処理はステップＳ２２に進む（ステップＳ２１のＮｏ）。脈波が消失したか否か
は血流速度の血流の時間変化である脈波の振幅を確認することにより行うことができる。
【００４７】
　そしてステップＳ２２で目標圧力設定部１０６によって今現在の目標圧力よりも高い圧
力である新たな目標圧力が設定される。なお、目標圧力設定部１０６で目標圧力を設定す
る場合、上限値を予め定めておき、その上限値以上には目標圧力が設定されないようにす
るとよい。これは目標圧力が異常に高い値に設定されてしまい、ユーザの身体が突然強い
押圧力で押圧されてしまうことを防止する安全対策である。次に処理はステップＳ１１に
戻り、それ以降はステップＳ２２で設定された新たな目標圧力に基づいて処理が行われる
。
【００４８】
　そしてステップＳ２１で脈波が消失している場合処理は終了となる（ステップＳ２１の
Ｙｅｓ）。これは、最高血圧は脈波消失時における押圧力であるため、脈波消失が消失し
た時点で押圧力を上げるための指示情報の出力は必要なくなるからである。
【００４９】
　次に図６のフローチャートを参照して、最低血圧を得るまでの押圧力調整のための指示
情報出力処理について説明する。なお、図５のフローチャートと同様の処理であるステッ
プＳ１１乃至ステップＳ２０についてはその説明を省略する。
【００５０】
　ステップＳ１２で押圧力と目標圧力の一致状態において血流速度の測定に成功している
場合、処理はステップＳ３１に進む（ステップＳ１２のＹｅｓ）。そしてステップ３１で
脈波の定常振幅が復活したか否かが判定される。脈波の定常振幅が復活していない場合処
理はステップＳ３２に進む（ステップＳ３１のＹｅｓ）。
【００５１】
　そしてステップＳ３２で目標圧力設定部１０６によって、今現在の目標圧力よりも低い
圧力である新たな目標圧力が設定される。次に処理はステップＳ１１に戻り、それ以降は
ステップＳ３２で設定された新たな目標圧力に基づいて処理が行われる。
【００５２】
　そしてステップＳ３１で脈波の定常振幅が復活した場合処理は終了となる（ステップＳ
３１のＹｅｓ）。これは、最低血圧は脈波の定常振幅復活時における押圧力であるため、
定常振幅が復活した時点で押圧力を下げるための指示情報の出力は必要なくなるからであ
る。
【００５３】
　以上のようにして指示情報の出力処理が行われる。
【００５４】
［１－５．ユーザインターフェース］
　次に図７乃至図１０を参照して、測定装置１００の出力部１０４において出力されるユ
ーザインターフェースおよび指示情報について説明する。図７乃至図１０は出力部１０４
がディスプレイである場合の例である。
【００５５】
　まず、測定装置１００による血圧測定を開始する際に、図７Ａに示すように血圧測定の
開始を伝えるメッセージが出力部１０４において出力される。図７Ａに示すメッセージの
出力から一定時間経過後、次に図７Ｂに示すように血圧測定の方法を伝えるメッセージが
出力部１０４において出力される。
【００５６】
　そして、血圧測定が終了すると図７Ｃに示すように血圧測定が終了した旨と、最高血圧
および最低血圧が出力部１０４において出力される。これによりユーザは自分の血圧測定
結果を知ることができる。なお、血圧測定中のユーザインターフェースについては後述す
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る。
【００５７】
　出力部１０４がスピーカである場合、図７に示したものと同様のメッセージを音声で出
力するとよい。また、ディスプレイにおける表示とスピーカからの音声出力を同時に行っ
てもよい。
【００５８】
　次に図８乃至図１０を参照して、押圧力調整のための指示情報の出力について説明する
。本技術においては、ユーザに押圧力の調整を促す際に具体的な数値を提示した指示では
なく、ユーザが「今現在の押圧力よりも強く」、または「今現在の押圧力よりも弱く」と
いうように捉えることができるような指示情報を出力する。これにより、ユーザは直感的
に押圧力の調整を行うことができる。
【００５９】
　出力部１０４がディスプレイである場合、図８乃至図１０に示すように種々の指示方法
がある。まず、図８に示す光の点滅について説明する。
【００６０】
　図８Ａおよび図８Ｂに示すように、加圧の指示は下向きのアイコンを点滅させることに
より行う。ユーザの調整による加圧は筐体１２０、圧力測定部１０２および血流測定部１
０３をユーザの身体の方向に押し込むものであるため、下向きのアイコンを提示すること
によりユーザに直感的に加圧する指示であることを理解させることができる。
【００６１】
　今現在の押圧力よりも大幅に加圧する指示である場合、図８Ａに示すように下向きのア
イコンが速く点滅させる。一方、今現在の押圧力よりも小幅に加圧する指示である場合、
図７Ｂに示すように下向きのアイコンを大幅加圧よりも遅く点滅させる。これによりユー
ザは加圧具合を直感的に理解することができる。
【００６２】
　一方、減圧の指示は図８Ｃおよび図８Ｄに示すように上向きのアイコンを点滅させるこ
とにより行う。ユーザ操作による減圧は測定装置１００をユーザの身体の方向に押し込む
押圧力を弱めるものであるため、上向きのアイコンを提示することによりユーザに直感的
に減圧する指示であることを理解させることができる。
【００６３】
　今現在の押圧力よりも大幅に減圧する指示である場合、図８Ｃに示すように上向きのア
イコンが速く点滅させる。一方、今現在の押圧力よりも小幅に減圧する指示である場合、
図７Ｄに示すように上向きのアイコンを大幅減圧よりも遅く点滅させる。これによりユー
ザは減圧具合を直感的に理解することができる。
【００６４】
　今現在の押圧力を維持する指示である場合、図８Ｅに示すように上向きのアイコンと下
向きのアイコンの両方を点灯させる。これにより、ユーザは加圧でも減圧でもなく押圧力
の維持であることを直感的に理解することができる。
【００６５】
　なお、アイコンの点滅速度は例えば、大幅加圧／減圧の場合は一回の点滅を０．５秒と
し、小幅加圧／減圧の場合は１回の点滅を１秒とする。
【００６６】
　次に、図９に示すアニメーションについて説明する。なお、図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、
図９Ｄにおいて測定装置１００の右側に示す図はアニメーションによるアイコンの動作を
示している。
【００６７】
　図９Ａおよび図９Ｂに示すように、加圧の指示は下向きにアイコンを移動させることに
より行う。ユーザ操作による加圧は測定装置１００をユーザの身体の方向に押し込むもの
であるため、下向きにアイコンを移動させることによりユーザに直感的に加圧する指示で
あることを理解させることができる。
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【００６８】
　今現在の押圧力よりも大幅に加圧する指示である場合、図９Ａに示すように下向きにア
イコンを速く移動させる。一方、今現在の押圧力よりも小幅に加圧する指示である場合、
図８Ｂに示すように下向きにアイコンを大幅加圧よりも遅く移動させる。これによりユー
ザは加圧具合を直感的に理解することができる。
【００６９】
　一方、減圧の指示は図９Ｃおよび図９Ｄに示すように、上向きにアイコンを移動させる
ことにより行う。ユーザ操作による加圧は測定装置１００をユーザの身体の方向に押し込
むものであるため、上向きにアイコンを移動させることによりユーザに直感的に減圧する
指示であることを理解させることができる。
【００７０】
　今現在の押圧力よりも大幅に減圧する指示である場合、図９Ｃに示すように上向きにア
イコンを速く移動させる。一方、今現在の押圧力よりも小幅に減圧する指示である場合、
図８Ｄに示すように上向きにアイコンを大幅減圧よりも遅く移動させる。これによりユー
ザは加圧具合を直感的に理解することができる。
【００７１】
　今現在の押圧力を維持する指示である場合、図９Ｅに示すように上向きおよび下向きの
アニメーションをどちらも停止する。または図９Ｆに示すように上向きおよび下向きのア
ニメーションの両方を表示させる。これにより、ユーザは加圧でも減圧でもなく押圧力の
維持であることを直感的に理解することができる。
【００７２】
　なお、アイコンの移動速度は例えば、大幅加圧／減圧の場合は１周を０．５秒で繰り返
す速度とし、小幅加圧／減圧の場合は１周を１秒で繰り返す速度とする。
【００７３】
　次に、図１０の色付きアイコンの表示について説明する。
【００７４】
　図１０Ａおよび図１０Ｂに示すように、加圧の指示は特定の色のアイコンを表示させる
ことにより行う。特定の色としては例えば赤色などがある。今現在の押圧力よりも大幅に
加圧する指示である場合、図１０Ａに示すように濃い色アイコンを表示させる。一方、今
現在の押圧力よりも小幅に加圧する指示である場合、図１０Ｂに示すように大幅加圧より
も薄い色のアイコンを表示させる。これによりユーザは加圧具合を直感的に理解すること
ができる。
【００７５】
　図１０Ｃおよび図１０Ｄに示すように、減圧の指示は加圧アイコンとは異なる色、例え
ば青いアイコンを表示させることにより行う。今現在の押圧力よりも大幅に減圧する指示
である場合、図１０Ｃに示すように濃い青いアイコンを表示させる。一方、今現在の押圧
力よりも小幅に減圧する指示である場合、図１０Ｄに示すように大幅加圧よりも薄い青い
アイコンを表示させる。これによりユーザは加圧具合を直感的に理解することができる。
【００７６】
　今現在の押圧力を維持する指示である場合、図１０Ｅに示すように加圧を示す色でもな
く、減圧を示す色でもない他の色のアイコン、例えば白色のアイコンを点灯させる。これ
により、ユーザは加圧でも減圧でもなく押圧力の維持であることを直感的に理解すること
ができる。
【００７７】
　なお、上述の説明は出力部１０４としてのディスプレイにアイコン、アニメーションを
表示させるものとして説明を行ったが、ディスプレイ表示ではなく、測定装置１００にラ
イトを設けてそのライトの点滅、点灯により同様の指示を実現してもよい。
【００７８】
　また、出力部１０４が音声を出力するスピーカである場合、一定の間隔で断続的に鳴ら
す電子音（ビープ音など）により指示を行う。
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【００７９】
　加圧の指示は高い周波数の電子音を出力することにより行う。今現在の押圧力よりも大
幅に加圧する指示である場合、電子音を短い間隔で断続的に鳴らす。一方、今現在の押圧
力よりも小幅に加圧する指示である場合、電子音を大幅加圧よりも長い間隔で断続的に鳴
らす。これによりユーザは加圧具合を直感的に理解することができる。
【００８０】
　一方、減圧の指示は加圧の指示の電子音よりも周波数の低い電子音を出力することによ
り行う。今現在の押圧力よりも大幅に減圧する指示である場合、電子音を短い間隔で断続
的に鳴らす。一方、今現在の押圧力よりも小幅に減圧する指示である場合、電子音を大幅
減圧よりも長い間隔で断続的に鳴らす。これによりユーザは加圧具合を直感的に理解する
ことができる。
【００８１】
　今現在の押圧力を維持する指示である場合、加圧を指示する電子音よりも周波数が低く
、減圧を指示する電子音よりも周波数が高い電子音を断続的に鳴らす、または、一定の時
間鳴らし続ける。
【００８２】
　なお、指示情報の出力方法は図８乃至図１０を参照して説明したものに限定されず、ユ
ーザが直感的に指示情報を認識することができる方法であればどのようなものでもよい。
例えば、「もっと強く押してください」、「もう少し強く押してください」、「もっと弱
く押してください」、「もう少し弱く押してください」などのメッセージを出力部１０４
としてのディスプレイにおいて表示したり、出力部１０４としてのスピーカ、イヤホン、
ヘッドホンなどから音声として出力したりしてもよい。
【００８３】
　第１の実施の形態は以上のようにして構成されている。第１の実施の形態によれば、ユ
ーザが測定装置１００の押圧部１０１で腕などの身体の一部を押圧することにより、簡易
な構成で血圧測定を容易に行うことができる。また、具体的な数値などではなく、今現在
の押圧力よりも加圧するか、減圧するか、今現在の押圧力を維持するかで押圧力の調整を
指示するため、ユーザは直感的に押圧力の調整を行うことができる。
【００８４】
　なお、図１１のブロック図に示すように、測定制御部３０１、目標圧力設定部３０２、
指示情報生成部３０３、出力制御部３０４で情報処理装置３００を構成するようにしても
よい。この情報処理装置３００が特許請求の範囲における情報処理装置に相当するもので
ある。
【００８５】
　この情報処理装置３００は、図１１に示すように測定装置１００において機能する場合
のほか、図１２に示すように、スマートフォン、タブレット端末、パーソナルコンピュー
タなどの端末装置４００において動作してもよい。この場合、端末装置４００における通
信部４０１と測定装置１００とが有線または無線通信により押圧力、目標圧力などの情報
を送受信し、端末装置４００において情報処理装置３００の指示情報生成部３０３が指示
情報を生成する。そして、出力制御部３０４が端末装置４００の出力部４０２において指
示情報を出力することによりユーザに指示情報を提示する。端末装置４００の出力部４０
２としては、端末装置４００が備えるディスプレイ、スピーカ、端末装置４００に接続さ
れたイヤホン、ヘッドホンなどへ音声信号を供給する音声出力処理部などがある。
【００８６】
＜２．第２の実施の形態＞
［２－１．測定装置の構成］
　次に本技術の第２の実施の形態について説明する。図１３に基づいて第２の実施の形態
に係る測定装置２００の構成について説明する。第２の実施の形態は押圧部２０１の具体
的構成が第１の実施の形態の押圧部１０１とは異なっている。また、第２の実施の形態は
押圧制御部２０２を備えている点、指示情報生成部および出力制御部を備えていない点で
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第１の実施の形態と異なる。他の構成については第１の実施の形態と同様であるためその
説明を省略する。第２の実施の形態はユーザに指示情報を提示して押圧力を調整をするの
ではなく、測定装置２００内の制御で押圧力を調整するものである。
【００８７】
　押圧制御部２０２は、圧力測定部１０２により測定された押圧力と目標圧力設定部１０
６により設定された目標圧力との差分に基づいて押圧部２０１の押圧動作を制御して押圧
力を調整する制御を行うものである。
【００８８】
［２－２．押圧部の構成］
　次に押圧部２０１の構成について説明する。なお、押圧部２０１の構成例には第１乃至
第３の例があるがどの例においても測定装置２００は図２に示すように筐体１２０とバン
ド部１３０とから構成され、ユーザの腕１０００に巻くウェアラブル機器であるものとす
る。また第１乃至第３の全ての例において圧力測定部１０２と血流測定部１０３は測定装
置２００の内側であるユーザの腕１０００に接触する側に隣接して配置されているものと
する。
【００８９】
　第１の例は図１４Ａに示すように、筐体１２０のユーザの腕１０００側の面に、圧力測
定部１０２と血流測定部１０３をユーザの腕１０００方向に押し付ける動作機構として構
成されている。この動作機構の動作は押圧制御部２０２により制御される。これにより、
動作機構としての押圧部２０１が圧力測定部１０２と血流測定部１０３をユーザの腕１０
００を押圧して脈波を消失させて血圧を測定することができる。
【００９０】
　第２の例では押圧部２０１は、図１４Ｂに示すように測定装置２００のバンド部１３０
のバンドの長さを調整する自動調整機構２０１Ｂとして構成されている。この自動調整機
構２０１Ｂの動作は押圧制御部２０２により制御され、バンド部１３０の締め具合を調整
することにより圧力測定部１０２と血流測定部１０３がユーザの腕１０００を押圧して脈
波を消失させて血圧を測定することができる。自動調整機構２０１Ｂとしては、自動でバ
ンド部１３０を巻き取る機構などがある。
【００９１】
　なお、バンド部１３０の装着時に用いるバックル機構とバンド部１３０の長さの自動調
整機構とは一体的に構成されていてもよいし、別体として構成されていてもよい。
【００９２】
　第３の例では押圧部２０１は、図１４Ｃに示すように、バンド部１３０の太さ（厚み）
を自動調整することによりバンド部１３０の腕１０００の締め具合を調整する自動調整機
構２０１Ｃとして構成されている。この自動調整機構２０１Ｃの動作は押圧制御部２０２
により制御され、バンド部１３０の締め具合を調整することにより圧力測定部１０２と血
流測定部１０３がユーザの腕１０００を押圧して脈波を消失させて血圧を測定することが
できる。バンド部１３０の太さ（厚み）を調整する方法としては例えば、バンド部１３０
の内部を気密性の高い空洞として、小型のポンプ（図示せず）を制御して空気をバンド部
１３０の内部に供給することにより膨張させる方法などがある。
【００９３】
［２－３．押圧制御処理］
　次に図１５および図１６のフローチャートを参照して第２の実施の形態における押圧力
制御処理について説明する。まず、図１５を参照して最高血圧を得るために押圧力を調整
する処理について説明する。なお、図５の第１の実施の形態における処理と同様のフロー
については同じステップ番号を付して説明を省略する。
【００９４】
　ステップＳ１３で、目標圧力とステップＳ１１において圧力測定部１０２により測定さ
れた今現在の押圧力とが比較され、押圧力が目標圧力よりも小さい場合、処理はステップ
Ｓ４１に進む。そしてステップＳ４１で、押圧制御部２０２は押圧力を目標圧力と一致す
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るように上げるよう押圧部１０１を制御する。
【００９５】
　また、ステップＳ１３の比較で押圧力が目標圧力よりも大きい場合、処理はステップＳ
４２に進む。そしてステップＳ４２で、押圧制御部２０２は押圧力を目標圧力と一致する
ように下げるよう押圧部１０１を制御する。
【００９６】
　さらに、ステップＳ１３の比較で押圧力が目標圧力と一致する場合、処理はステップＳ
４３に進む。そしてステップＳ４３で、血流測定部１０３によりユーザの血流速度が測定
される。
【００９７】
　以上のようにして最高血圧を得るために押圧力を上げていく場合の処理が行われる。
【００９８】
　図１６のフローチャートは最低血圧を得るために押圧力を調整する場合の処理である。
図１６のフローチャートにおいても図１５のフローチャートと同様に、ステップＳ１３に
おける押圧力と目標圧力との比較結果に基づいてステップＳ４１で押圧力を上げる制御、
ステップＳ４２で押圧力を下げる制御、ステップＳ４３で血流速度の測定を行う。
【００９９】
　以上のようにして第２の実施の形態の測定装置２００が構成されている。第２の実施の
形態によれば押圧力を適切に調整して容易に血圧測定を行うことができる。
【０１００】
＜３．変形例＞
　以上、本技術の実施の形態について具体的に説明したが、本技術は上述の実施の形態に
限定されるものではなく、本技術の技術的思想に基づく各種の変形が可能である。
【０１０１】
　測定装置１００は、ユーザの身体に装着するもののほか、ユーザの身体の一部（例えば
腕など）に乗せてその身体の一部を押圧して血流速度を測定するものでもよい。
【０１０２】
　測定装置１００において圧力測定部１０２と血流測定部１０３の配置位置および出力部
１０４としてのディスプレイの配置位置は一箇所に限定されない。図１７Ａは測定装置１
００を構成する筐体１２０とユーザの腕１０００の間に圧力測定部１０２と血流測定部１
０３を配置する例である。図１７Ａの例では出力部１０４は筐体１２０に設けられている
。
【０１０３】
　図１７Ｂは、測定装置１００を構成する筐体１２０の逆側のバンド部１３０とユーザの
腕１０００の間に圧力測定部１０２と血流測定部１０３を配置する例である。図１７Ｂの
例では出力部１０４はバンド部１３０に設けられている。
【０１０４】
　図１７Ｃは、測定装置１００を構成する筐体１２０の逆側のバンド部１３０とユーザの
腕１０００の間に圧力測定部１０２と血流測定部１０３を配置する例である。図１７Ｃの
例では出力部１０４は筐体１２０に設けられている。
【０１０５】
　図１７Ｂと図１７Ｃに示すように圧力測定部１０２と血流測定部１０３が筐体１２０側
ではなく、筐体１２０の逆側のバンド部１３０に設けられている場合、圧力測定部１０２
と血流測定部１０３はバンド部１３０内を通じた信号線によってまたは、無線通信により
筐体１２０内に設けられている測定制御部１０５などと接続する必要がある。
【０１０６】
　図１７に示した圧力測定部１０２、血流測定部１０３および出力部１０４の配置の変形
例は図３Ａ乃至図３Ｃ、図１４Ａ乃至図１４Ｃに示した押圧部１０１、押圧部２０１のど
の構成とも組み合わせもよい。
【０１０７】
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　また、本技術は、血圧を測定することができる体の部位に装着できるウェアラブルデバ
イスであればどのようなものにも適用可能である。例えば、指にはめる指輪型デバイス、
耳に装着するイヤリング型デバイス、腕に装着する腕章型デバイスなどである。
【０１０８】
　本技術は以下のような構成も取ることができる。
（１）
　ユーザの調整に応じて前記ユーザの身体の一部を押圧する押圧部と、
　前記押圧部による押圧力を測定する圧力測定部と、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する血流測定
部と
を備える測定装置。
（２）
　前記圧力測定部の測定結果に基づいて前記ユーザの調整の度合いの変更を指示する指示
情報を生成する指示情報生成部と、
　前記指示情報を出力する出力部と
を備える（１）に測定装置。
（３）
　前記ユーザの身体の一部を押圧する前記押圧力の目標となる目標圧力を設定する目標圧
力設定部を備える（１）または（２）に記載の測定装置。
（４）
　前記所定の状態は、前記押圧力が前記目標圧力と一致している状態である（３）に記載
の測定装置。
（５）
　前記指示情報は、前記押圧力と前記目標圧力との差分に基づいて生成される（２）に記
載の測定装置。
（６）
　前記押圧力が前記目標圧力より小さい場合、前記指示情報は前記ユーザに加圧を指示す
る情報である（５）に記載の測定装置。
（７）
　前記押圧力と前記目標圧力との差分と閾値との比較に基づいて前記指示情報の加圧の度
合いを設定する（６）に記載の測定装置。
（８）
　前記押圧力が前記目標圧力より大きい場合、前記指示情報は前記ユーザに減圧を指示す
る情報である（５）から（７）のいずれかに記載の測定装置。
（９）
　前記押圧力と前記目標圧力との差分と閾値との比較に基づいて前記指示情報の減圧の度
合いを設定する（８）に記載の測定装置。
（１０）
　前記押圧力が前記目標圧力と等しい場合、前記指示情報は前記ユーザに押圧力の維持を
指示する情報である（５）から（９）のいずれかに記載の測定装置。
（１１）
　前記指示情報は、前記出力部において、光の点滅、動画像、色の変化、音、文字の少な
くともいずれかで出力される（２）から（１０）のいずれかに記載の測定装置。
（１２）
　ユーザの調整に応じて前記ユーザの身体の一部を押圧部により押圧し、
　前記押圧部による押圧力を測定し、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する
測定方法。
（１３）
　ユーザの身体の一部を押圧する押圧部と、
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　前記押圧部による押圧力を測定する圧力測定部と、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定する血流測定
部と、
　前記押圧力の目標となる目標圧力を設定する目標圧力設定部と、
　前記押圧力を前記目標圧力に一致させるよう前記押圧部を制御する押圧制御部と
を備える
測定装置。
（１４）
　前記所定の状態は、前記押圧力が前記目標圧力と一致している状態である（１３）に記
載の測定装置。
（１５）
　前記押圧部による押圧は、バンド部の太さ調整、前記ユーザの身体の方向への押し込み
、の少なくともいずれかを含む（１３）または（１４）に記載の測定装置。
（１６）
　ユーザの身体の一部を押圧して、押圧力を測定し、
　前記押圧力が所定の状態である場合における前記ユーザの血流速度を測定し、
　前記押圧力の目標となる目標圧力を設定し、
　前記押圧力を前記目標圧力に一致させるよう前記押圧部を制御する
測定方法。
【符号の説明】
【０１０９】
１００、２００・・測定装置
１０１・・・・・・押圧部
１０２・・・・・・圧力測定部
１０３・・・・・・血流測定部
１０４・・・・・・出力部
１０６・・・・・・目標圧力設定部
１０７・・・・・・指示情報生成部
１０８・・・・・・出力制御部
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